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服部仁1)

4-1.新組織の特徴

英国地質調査所(BGS)は,組織改編･改称など

脱皮･変身を重ね,1990年から現在の体制に入っ

ている･1992年2月現在,10か所以上に分散して

配置されている群発施設(第4-1図)･職員数･組

織などについて概況を紹介する.

①本部キングズリｰ･ダナム･センタｰ一

ノッティンガムのキｰワｰス<職員数503名〉

(写真4-1)
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第←1図英国地質調査所1992年における研究施設だと

の位置図.

②エディンバラ支所マｰチソン館一

スコットランドのエディンバラ<209名>

③水理地質学研究部一

中部イングランドのウォｰリソグフォｰド

<50名>

④アバリストウィス出張所一

ウェｰルズ南部脹<11名>

写真4-1

英国地質調査所本部,キングズリｰ･ダナム

センタｰの全容(3およびBGSのPRパン

フレット).第3-4図参照.

上:1985年頃の姿(手前側;遠方は住宅地)､

下:1990年におけるIGL建築中の状況.

1)地質調査所地質都

キｰワｰド:1990年抜本機構改革,多彩な研究業務と職種,

国立地球科学デｰタセンタｰ
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第4-2図

英国地質調査所ユ992年のおける組織図.<

〉内は研究者の数.

⑤エクセタｰ出張所一

南西イングランド<14名>

⑥北アイルランド地質調査所一

ベルファスト(Be1fast)<8名>

⑦ニュｰカスル･アポン･タイン出張所一

北イングランド(Newcast1e-upon-T〕me)<14名〉

⑧石油地質学関連研究施設一

エディンバラ2か所(GrangeTerrace<20名>

およびG1imerton).<15名〉

⑨ロソドソ事務所一

ExhibitionRoadの地質学博物館内<2名>

⑭小施設一

地磁気観測所2か所(西イングランドHart1and

と南スコットランド

�此��畩�

海洋調査倉庫(Newbatt1e)

地震観測網

<ただし職員数は1991年11月1日,合計881名≡非

常勤秘書･電話交換手･掃除人など30名を含む>

1990年の組織改編(reorganisation)は大改革とい

1993年2月号

うべきものであり,第4-2図のとおり新体制が組

まれた.長年にわたって継続された二本建ての英国

地質調査所の運営方式(第4-3図)は,一つの典型

とされた伝統的なものであった.大英帝国の流れを

汲むニュｰジｰランドなどではこの典型を踏まえた

組織体制をとっていた1すなわち,組織は現地調査

(fie1dsurveys)を主とするプログラム部門と各専門

家集団としての科学部門(specia1ists)に二分されて

し･た.

しかも現地調査を主とする研究者は,現場に近い

支所･出張所･施設などに在籍し,フィｰルドが別

の地域に変われば転勤も重ね全国に分散した.

1960年代中頃のダナム所長によるsi㎎1ecentreof

exce11ence(いわゆるCOEは一極集中化によって研

究環境を最適化する)構想のもと,イングランドに

分散していた施設をキｰワｰス本部へ,スコットラ

ンドの場合エディソノiラ支所にまとめる2か所集

中化が図られた･しかし組織･運営体制は従来どお

りでありた･1985年頃からの過渡期では,両部門

にわかれている研究者を組み合わせて研究プログラ�
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広報､渉外

プログラム部門

地貨1洲盗(北部)

班継地賃
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海洋糊恋､地熱

淡化水素(海域)

炭化水素(陸域)

地熱

アジア､太平洋地批

ラテンアメリカ､ヨｰ1コッパ

アフリカ､巾東

海外水跳地貫

科学部門

地球化学

分析化学

地質年代弊､同悩本地球化学

鉱物資源､応用地球化学

鉱物学､岩石学

旅休プロセス

英国地質調査所1986年における組織図(36,第1表).

山

地便工学

水理地貫寧

地球物理学

地域地球物理蝉

地磁気

リモｰトセンシング､空中物探

第4-3図

ムを組むマトリックス方式も試みられている.

コｰポレイト局設置:一大変身とも言える1990年

組織改編の特徴は,実は,二分されていたプログラ

ム部門と科学部門との区分を止め,両者の問に厳然

とひかれていた敷居を取り除いたことにあるのでは

ない.両者を融合させようとの試みからプログラム

研究局(ProgrammesDivisions)に一本化し,この

局で地質調査所の本来研究業務をこたしてゆく.一

方,この一本化に対し,研究業務への支援部門をコ

ｰポレイト局にまとめ,これをもう一つの柱として

新しく立てたことである.この局では研究支援サｰ

ビスを強化するとともに,外部への愛発信機能を飛

躍的に高めており,とくに情報サｰビスとマｰケテ

ィング部門を明確に高く位置づけている(第4-2

図).

4一身.BGSプログラム研究局の体制

プロ､グラム研究局は,①テｰマ図および陸域調査

研究局<179名;内研究者163名>,②石油地質,地

球物理および海域調査研究局<168名;123名>,③

鉱物および地球化学調査研究局<113名;90名>,④

地下水および地下地質工学調査研究局<110名;96

名>にわげられたが,それぞれの研究局のなかに地

球物理学や分析化学･地球化学の専門家が配属され

ている.

組織･配属の上では一つのプログラム研究局にま

とめられても,実際には複数研究施設への研究者の

分散は避けられない.特殊仕様の建屋を簡単に移設

できたいこともある.たとえば石油地質の場合,北

海油田関連もあり,エディンバラ支所を主体に研究

者を配属するが,キングズリｰ･ダナム･センタｰ

に約1/4,GrangeTerrace分室に20名,G1imerton

コア貯蔵施設に15名という具合いに分散する.こ

のコア貯蔵施設は,エネルギｰ省所管で,炭化水素

探査用商業掘削コアすべてを保管し,コンピュｰタ

によるデｰタベｰスが構築され,英国地質調査所炭

化水素研究プログラム(海域)によって運用されてい

る.553名の研究者は科学研究官(SO)と呼ばれ,職

階制により8級に区分されている(第4-1表).
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第五一1表英国地質調査所における科学研男官の職階級および博士号取得者数(1991.11.1;3.1991から編集).

級区分�人数�主な官種名�英語表記�博士号取得者数�旧級区分

Grade4�1�所長�Director�1�CSO:ChiefScientificOff…cer

5�8�副所長�AssistantDirector�5�DCSO:DePutyCh童efSO

6�85�研究グルｰプ長�GrouP㎜an鵬er�23�SPSO:SeniorPrinciP記1SO

7�工78�主任科学研究官�なし�110�PSO:PrinciPalSO

SSO�136�上級科学研究官�SeniorSO�34�SSO

HSO�95�高等科学研究官�HigherS0�30�HSO

SO�57�科学概究官�ScientificOfficer�0�SO

ASO�迎3�副科学研究官�^ssistantS0�O�^SO

計�558���203�

現在,所長を補佐する次長(DeputyDirector)は,

置かれていない.研究局長級7名が副所長を兼ね

ており,局内の部長あるいは課長級30名が研究グ

ルｰプ長と呼ばれる.博士号取得者数は主任科学研

究官より上カミ最も多く62%以上の割合を占め,上

級科学研究官･高等科学研究官では30%前後と高

くない.1970年代発行年報には,各研究者名の後

付きで,BSc,MSc,PhD,BA,MAなどの学歴がわ

かるようになっていたが,近年の年報には氏名の前

付きDr,Miss,Mrs,Msのみの表示である･

科学研究官･副科学研究官には一人のDrもいな

いので研究補助者か,高等科学研究官昇格前の予備

役かであろう.約180名の主任科学研究官のなかに

は研究グルｰプ長よりも上の5等級や6等級に格

付けされていることがあり,大抵の場合特別昇格で

あることがさりげなく理解されるようにindividua1

merit,indiyidua1meritpromotion,specia1meritな

ど表彰によっていることを付記している.毎年発行

される英国地質調査所年報末尾には職員リストが載

っており,ここに紹介したとおり所属･職階･等級

などの区分,博士号の有無が明記されている.年報

が1990/91年度の場合8ポンド(約2,000円)で一般

に販売されていて,まことにあっげらかんとした

`open-door'po1icyなのである.

4-3｡研究を支える多彩な職種

英国地質調査所の研究業務と協力部門の業務は基

本的に所内自己完結を指向し,業務は外注すること

はなく,むしろ積極的に外部から多様な依頼に応じ

るとともに広くカストマｰ探しに懸命であるといっ

ていい.他省庁からの委託研究のほか,たとえば,

コンピュｰタによるデジタル地質図調製の情報サｰ

ビス,化学分析だとの依頼実験,薄片(染色･研磨

片を含む)製作などである.以下に,1990年代の官

職名によって支援部門の仕事を紹介してみよう.

科学研究官(SO),行政官(EO:Executive

Officer),事務官(A0:AdministrativeOfficer),

技官(PTO:Professiona1andTechnica1Officer),

製図担当官(MC0:MappingandChartingOfficer)

だとの職能別官職には,それぞれ上位順から｡hief,

principa1,senior,higherが,下位にはassistantの

副称がつけられている(第4-1表).ちたみに,

chiefは各都署の筆頭者(Head)一人のみにつげられ

る呼称である.ChiefGeo1ogist,ChiefGeochemist,

ChiefPa1aeonto1ogistというと,地質調査所のたか

でそれぞれ唯一人だけ,しかも部課の筆頭というば

かりでなく,歴史的に所長とは別格の権威者として

尊敬されていた.しかし,Chiefの使い方は1990年

大改組によってほとんど消失してしまった.

1993年2月号�
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第丞一2表英国地質調査所の改称後の職員数の推移および支援部門官職名変更(1,2,3).

最近のリクルｰトは3年契約の限定雇用者が増加.

�年度��������

�区分�84/85�85/86�86/87�87/88�88/89�89/90�90/91�備考

�職員総数�816�807�786.5�794.5�797�801�863�

�研究者�525�545�528�511.5�514�501�551�副科学研究官(ASO)以上

�技術支援者�140�������実験室助手,製図･写真サｰビスだと

内訳���/…�169�202.5�190�210�216�

�行政部門支援者�66�������運転手･掃除･出版物管理など85/86年度から支援者区分変更

�事務部門職員�85�96�89,5�80.5�93'�90�96�

研究補助職:科学研究官(SO)の一部のほかに,副

科学研究官(ASO)43名,P&G(ProcessandGene-

ra1)9名およびInd(Industria1)27名があてられてお

り,実験装置の維持や試料処理･調製などを行って

いる.施設管理･営繕関係は,技官(PT0)15名や

工務(Ind)･技能(Cr:Craftman)10名･よろず便利

屋(Hman:Handyman)4名によって処理される.

薄片製作,'木工,金工,ガラスエ,車両整備工関係

者,運転手が具体的にどの職種に相当するか調査が

行き届かなかった1

製図担当官:技術開発官5名のほか,本部に25名,

エディンバラ支所に11名,計41名いる.そのほか,

製図担当官補助(MCT:MappingandCharting

Technica1Grade)が本部に9名,エディンバラ支所

に7名,計16名を擁し,地図作成と作図専門家だ

けで全員57名という大世帯になる.

また写真家(P且:Photographer)は7名いる.

秘書(PSec:Persona1Secretary):一部非常勤とい

うものの42名いて,35名の副所長･研究グルｰプ

長には必ず1名が割り当てられている.秘書は単

純なルｰチン事務処理とは異なり,連絡･交渉･調

整などをまかされるほど特技を備えている.かつて

は,速記できるstenographerとかshorthand

typist,audiotypistが秘書となっていたが,現在こ

の呼称は聞かれない.

そのほか:印刷物管理(Pk:Paperkeeper)2名,タ

イピスト(Ty)14名,電話交換手(Te1:Te1eph㎝一

ist)4名,メッセンジャｰ(Mless:Messenger)3

名,掃除人(C1:C1eaner)が置かれている.メッセ

ンジャｰの仕事は,郵便物や書類たどを部屋ごとに

運搬する,一種の所内郵便業のようなものである.

職種名変更:局長･部長格のDistrictGeo1ogist,

課長クラスのPrincipa1Geo1ogist,SeniorGe-

o1ogist(SS0相当),Geo1ogist(SO相当),その下

位のSeniorExperimenta1Officer(SEx0)などや

数年前までの倉庫管理官(StO:StoresOfficer)や

実験室助手(LabA:LaboratoryAssistant;Machine

operator),さらに食堂調理人(Kitchenstaff)がい

た.しかし,人数の減少や改称(SExO→SSO;Ex0

→SO;LabA→ASO)あるいは廃絶になっている(第

44表).

以上眺めたとおり,英国地質調査所は1992年初

め,880名ほどの公務員から構成され,業務の多様

化･増大,予算の大幅増額に伴って人員が増加傾向

にある.所長ほか科学研究官552名(一部補助職の

副科学研究官43名を含む)による本来の研究業務と

外部サｰビス維持･拡大のため,事務職96名およ

び約20種類の職種にわたり約220名からなる支援部

門のコｰポレイト局(第4-2図)を組織している.

研究組織体に不可欠の支援部門が多彩で豊富な職

種を維持できているのは,まさに科学･文化の伝統

性と豊かな価値観に根付くものであろう.しかし,

20年間仕にわたって年報(1,2,3,11,12,39)を通覧

してみると,職種のなかには改廃･新観あるいは呼

称変化が認められるものがあり,時代の変遷を感じ

させる.支援部門に働く人達の給与･待遇･評価方

法などがどのような状況なのか残念ながら十分な資

料を持ち合わせていない.

4-4.研究計画決定のプロセス

英国地質調査所の研究プログラムは,1990年の

組織改編を受けて,1991年初めから新体制のもと

本格的に機能しだした.すなわち,①中核研究計
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策4-3表

英国地質調査所における予算･原資区分などの推移(1,2,3,24).

デｰタは英国地質調査所(BGS)年報のバイチャｰトの数字に基づく.一部ミスがある.NERCのコ

ラムは,NERC年報中予算支出表による決算結果であり,NERC本都が支出したBGS用コンピュ

ｰタ経費,年金,建設費などを除く.経常利益は,出版物,地図類等の販売収入による.

(単位:100万ポンド)

���年度�84/85�85/86��86/87�87/88�88/89�89/90���90/91�

�区分�����BGS�NERC����BGS�NERC�計�%

���予算額�252�23.0�21.8�23.072�20.3�22.8�25.21�27.07�27.202�27.202�100

���教育科学省�9.7�5.0�4.7�6.010�4.6�5.6�7.23�9.63�9.767�9.767�35.9

���エネルギｰ省�7.2�7.1�7.1�7.046�5.0�5.9�5.67�5.61�5.607��

�政府予算��環境省�2.1�2.2�1.9�1.912�1.9�2.0�1.79�1.12�1.120��

内訳��他省庁�産業貿易省�2.3�2.2�2.2�2.186�2.3�2.2�2.04�1.18�1.184�12.955�47.6

�������������������������

���その他��､4�.3�.361�.3�.3�.31�.53�1.017��

��������㌲�����������

�非政府予算��その他����.884�����.812�3.869�14.2

���民間企業�1.3�2.1�2.1�.816�2.2�2.6�4.17�4.82�2.936��

���経常利益����.394�����.611�.611�2.3

画,②対応研究計画,および③先端研究開発計画の

三つに区分されている.提案された諸研究計画の評

価,上記三つの研究計画への組み入れ,研究促進方

法,三つの研究計画相互間におけるバランスの取り

方,さらに必要な機器導入などについては,地質調

査所研究プログラム評議会において審議･決定さ

れ,上部機関の自然環境研究機構,教育科学省,議

会の承認を得て予算措置が講じられ,実施に移され

る.

この評議会はユ990/91年度には5回開催され,と

くに中核研究計画と対応研究計画の目的と優先度,

研究期問などが討議され,その計画目標への進捗状

況と研究成果をモニタｰしている.ちたみに,この

評議会の構成員は,前に紹介したロバｰツ議長のほ

か以下の20名からなる.すなわち,元大学教授1

名,元国立研究所所長1名,大学学長1名(地下

水),国立研究所所長2名,民間企業研究所所長2

名(石油･1ガス,砕石),個人地質コンサルタント

(石炭)1名,NERCの地球科学総長ブライデソ教

授と英国地質調査所所長クック博士の10名に加え

て,評価委員6名(教育科学省,産業貿易省,エネ

ルギｰ省,環境省,北アイルランド経済開発庁,お

よび国防省から各1名)および事務局員4名(英国

地質調査所3名,NERC本部1名)からたる.従来

からの長期研究計画が継続しているものが少なくな

く,完全に新体制に移行するのはまだ先のことであ

ろう.

4-5.三つの研究計画の概要

①中核研究計画(CoreProgramme)

この計画は英国地質調査所にとって最重要の長期

戦略研究であり,次の六つの研究業務からなる.こ

の計画実施に必要な経費はおもに教育科学省の科学

予算一特定使途のひもつき;流用禁止予算づこよっ

てまかなわれる.というものの十分ではなく,完全

に他省庁からの委託研究費によるものや共同運用に

よる研究費にも依存せざるを得ない(第4-3表).

1)陸地地質図幅作成

2)海域地質図幅作成

3)地球化学調査研究

4)地球物理学

5)水理地質学および地下地質工学調査研究

6)国立地球科学デｰタセンタｰ(NGDC)の情報

サｰビス(NGIS)

②対応研究計画(ResponsiveProgramme)�
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第←4図a英国地質調査所における三つの主要な研究計

画への支出(1990/91年度;3)総額約3,490万

ポンド.コンピュｰタ,年金などNERC本

部支出経費を含む.

On5hO一直正6.4m{35-5%〕

第4-4図b英国地質調査所における中核研究計画の予

算別内訳(3).

総額1,810万ポンド.情報サｰビス部門

(NGIS)の巨大さが目立つ.

他省庁から委託された研究を行うもので,おもに

次の三つの研究計画からなる.この計画に必要た経

費は下記の7)および8)がエネルギｰ省予算,9)が

海外開発庁(ODA:0yerseasDeve1opmentAdmin-

istratiOn,ちなみに日本の場合のODA:Officia1De-

ve1opmentAssistance政府開発援助)予算による.

研究遂行に際して,中核研究計画の成果に負うこと

が非常に多いのはいうまでもない.

7)海域地質図幅作成

8)炭化水素研究

9)海外地質調査研究

③先端研究開発計画(ResearchandDeve1opment

偲�牡��

英国地質調査所の全研究計画から見ると小さな分

野に過ぎないが,中核研究計画を支える基礎となる

極めて重要な研究と位置づげされている.この研究

は高度の先端研究を目指すものであり,研究担当者

のなかには特段の研究業績を挙げて個人表彰を受け

て特別昇格(Individua1MeritPromotion)とたった

科学老が含まれている.

そのほか,NERC地球科学総長局直轄などによ

る特別トピックス研究も別途組まれている.

三つの研究計画の観模はハイチャｰト(第4-4図

a)の示す収入予算から読み取れる.ただし,この中

にはNERC本部が支出する英国地質調査所用の年

金･コンピュｰタ経費･建設費などが含まれてお

り,第4-3表の数字よりも多くたっている.また,

中核研究計画六つの業務についても,その予算から

研究の規模が理解される(第4-4図b).しかしこの

三本建て運営方法は始重ったばかりであり,従来の

枠組みから移行する暫定期問でもあり,また予算に

よって研究資材だと完全に区分することは難しい.

給料など人件費を初めとして諸研究費の支払いの財

源は一元的なものではなく,おそらく予算上から各

細項目にわたって三本建て研究計画ごとに線引きす

ることは明確に行われていない,と私は判断してい

る.

4-6｡おもな出版物

おびただしい数量の研究成果が生れていて,毎年

の英国地質調査所年報を飾っている.外部機関に発

表されたものも年報リストに収められている.ここ

では英国地質調査所における定型的た出版物から眺

めてみよう.

英国地質調査所発行の地図類は英国陸地測量都

(OrdnanceSurvey)によって印刷調製され,また報

告書･書籍は英国調達局(HMS0:HerMajesty's

StationeryOffice,あるいは政府印刷局)において

印刷製本の上,陸地測量部代理店,地質学関連書

店,大英博物館などと英国地質調査所において販売

される.毎年,英国地質調査所発行地図類カタログ

(約30ぺ一ジ)が価格付で印刷され,一般に無料配

布される.90/91年度には約61万ポンド(約1億5

千万円)の収入を得ている(第4-3表).カタログに

は,1〉[emoir,reportなどもリスト年のっているが,

おもな出版物は次の地図類である.

特殊小縮尺の250万分の1～62.5万分の1英国地

質図5種類,大･中･小縮尺の地質図幅類,約160

万分の1～25万分の1地球物理図,広域地球化学ア

トラスと地球化学図,各種水理地質図,地下地質工

学図,環境地質図,鉱物資源評価図,鉱物資源予察

図1地質図幅は大縮尺1万分の1だと,中縮尺5

万分の1,6.33万分の1,2.5万分の1,小縮尺25万

分の1および10万分の1に区分されている.

90/91年度には,25万分の1地質図幅19枚,地球
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第4-5図a大ブリテン島における1万分の1地質図幅の

作成状況.
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物理図幅2枚,5万分の1地質図幅12枚,2万5千

分の1地質図幅1枚,1万分の1地質図52枚(第4-

5図a),そのほか水理地質図が出版されている.

おもな地質図類シリｰズの出版進捗状況は次のとお

り.

①25万分の1地質図幅および地球物理図幅

地質図は,基盤図(So1idgeo1ogy),第四紀図

(Quatemarygeo1ogy)および海洋底質図(sea{ed

sediments)の3種類作成されている.地球物理図

は,空中磁気,ブｰゲｰ重力,および両者の組み合

せの3種類ある.地質図と地球物理図の両方とも

対象地域の約90%が出版済であり,とくに油田･

ガス田関連によって大ブリテン島東方海域がほぼ作

成済みにたっている.

②5万分の1地質図幅作成15か年計画

1990/91年度から2005年までに大ブリテン島全域

1993年2月号

暖義縞簑警讐繕〉蓬努

慈榊藪

ぷ輪ノ

弗

蘇叫)

ダがくい帆ゴ!茨

璋㌻/､

}な壺濠

…菟

㌧ザ観べ1､

～篶

戸/ダ省

淡ぐ

㍍垂仰ヘ

メ㍗舷絡箏

�乄�剖�

繋

��楮材�杲�浥

剥�潮��畤��

第4-5図b大ブリテン島における地質図幅作成計画.

(1991/92年度;3.1991,p.81)･

の地質図幅を完成させ,一般の使用に提供する計

画.従来,1マイル1インチの縮尺,すなわち約

63,360分の1によって約80%の地質図幅が完成し･

ていたが,在庫切れと,メｰトル法への移行によっ

て5万分の1に切り替えられてきている.ヘブリ

デス諸島についての10万分の1縮尺の4枚印刷済

みを含め,現在3種類の中縮尺地質図幅が作成さ

れている.今回の新計画は,内容に応じて次の3

種類の地質図幅に区分する.

(i)完壁な再調査による122枚.うち1/3は緊急調査

技法により,残りは1万分の1詳細図作成によ

りまとめる.

(ii)部分的改定によって更新する80枚.

㈹野外調査を行わないで既存資料の編集作業によっ�
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第4-5図｡大ブリテン島における地球化学図アトラス作

成状況.

(BGSのPRバンフレット;1991年7月).

て暫定地域図幅として作成する98枚,おもにス

コットランド高地が対象どたり,英国地質調査所

内外の多種デｰタを選別使用する.

(i)には重厚な報文(Memoir),(亘)には短文の説明

がつき,㈹は記載文たしの地質図幅のみで出版され

る.国土を六つの地区に分けて,担当研究グルｰプ

を設置しており,1991/92年度の研究計画は第4-5

図bのとおりである.

5万分の1地質図幅作成は,地質家であれば誰も

が自由に希望どおり参加できるわけではない.専門

の地質家でも地質図幅の担当者になるための6週

間の野外地質調査の研修を受けることになってい

る.外国では地質図幅一枚完成させた地質家は仲間

からも世間一般からもとても尊敬されていてうらや

ましく感じている.そうした評価の土壌があるの

は,日頃から地質図や地質家･地球科学に高い関心

が寄せられていて,一般の理解が深いからであろ

う.

①および②の地質図幅は大縮尺1万分の1地質

図幅のデｰタとともに,すべてコンピュｰタ入力の

上デｰタベｰス化され,デジタル地質図や三次元モ

デノレ地質図だとが作成可能になっている.こうした

新種の地質編集図作成には,コｰポレイト局の製図

担当官(CartographicProduction部)との共同作業

によっており,その結果内外の研究者,他省庁機

関,大学,民間企業,一般からの要望に合わせてコ

ンピュｰタ編集図作成を可能にしている.

③広域地球化学アトラス

広域地球化学アトラスは,陸域25万分の1縮尺

の区画ごとの図面に徴量元素濃度分布を示す図幅で

ある.北方シェットランド諸島(Shet1andIs1ands)

から南へ順次作成されており,現在北イングランド

まで完成し,試料採集を終了した地域がウェｰルズ

中部までさがってきている(第4-5図｡).分析対象

試料は河川堆積物であり,16ないし26元素につい

てキングズリｰ･ダナム･センタｰの化学分析実験

室において定量分析を行っている(写真4-2).また

同時に水も採集しpHとU濃度を測定し,すべて

デｰタベｰス化されている.

このアトラスは鉱物資源探査,地殻形成発達の基

礎研究,鉱床生成過程の研究,さらに環境問題とし

ての農業,医療地理学(medica1geography),環境

汚染や生態学研究に役立ててもらうための基礎デｰ

タを提供する.30年以上前から風土病や家畜の病

気が土地ごとの徴量元素濃度や挙動と密接にかかわ

っていることが知られている.英国地質調査所作成

の地球化学アトラスは,今後一層,医療地理学へ大

きく寄与することが期待されている.

広域地球化学アトラスのほかに,鉱物資源開発の

ための地球化学図も作成されている.有望地域やそ

地質ニュｰス462号�
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写真4-2英国地質調査所における蛍光X線分析実験

室.

上:自動試料交換装置(204個用)付2セット

が24時間フル稼働.

下:ガラスビｰト作成装置.
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の周辺では重鉱物濃集試料について,Au,As,Sb,

Ba,Agなどを,また土壌･岩石･コア試料につい

てはさらにCu,Ni,Co,Cr,Ptなどの徴量元素を系

統的に分析し,鉱物資源予察プログラムのための地

球化学デｰタベｰスを構築している(第4-6図).

以上の地球化学デｰタベｰスは,地質図幅の場合

と同様に,ユｰザｰの希望に応じた内容の編集図と

して出力される状態に組織化されている.採集され

た試料の整理･保管･利用システムは,別途巨大な

収蔵庫を擁する国立地球科学デｰタセンタｰ

(NGDC)において運用されている.

4-7.流体プロセスなどの基礎研究

研究者は,中核研究とか対応研究のみに埋没して

いるのではなくて,横断的共同研究に参加すること

ができる.専門の違う地質家のチｰムによって地質

図幅作成を行う狭い範囲内の共同研究もあれば,極

1993年2月号

第4-6図太ブリテン島における金産地分布図.

(BGSのPRバンフレット).

めて広く異分野の専門家を横断的に組み合わせての

先端の未踏分野をねらう基礎研究もある.前に紹介

したNERC直轄のトピック研究,古生物学者とバ

イオ生化学者の組み合わせもその一例であるが,こ

こに述べるのはもっと人かがりな課題研究である.

流体プロセス研究グルｰプ(FPG:F1uidProc-

essesGroup)は,地下水,堆積盆解析,地熱評価た

どを対象とする.このグルｰプは,水理地質学を中

心とし,地球化学,微生物学,放射線化学,岩石力

学,物理数学の専門家30名以上からなり,地表下

地殻における流体挙動のメカニズム,水一岩石

反応における化学･物理的性質などを,理論･実験

モデル化･現場検証によって多方面から研究し

ている(写真4-3).一部の研究課題は,英国地質調

査所外のNERC傘下の水文科学研究所やEC内研

究機関との共同研究によって実施されている.

研究成果の一部として,英国における地熱資源評

価(第4-7図),汚染物質の流動実態解明,放射性�
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写真4-3

廊下の壁に流体プロセス研究を解説するパネ

ル展示.

および有害物質の廃棄処理,岩石の風化,地下の水

圧破砕などが公表されている.

第4-7図

英国における地熱資源評価図､

左:花嵩岩体の熱生産量(16).

右:15ぴCの得られる深度分布図(7).

4-8.国立地球科学デｰタセンタｰ

(NGDC:N就量｡醐亙Geosc云e醐⑧sD訟危&

Ce珊倣e)

このセンタｰでは,英国における地球科学デｰタ

を集中管理するため,英国地質調査所所有および個

人から寄贈された試料,他省庁･民間企業たどから

移管された試料に関する膨大な地質学デｰタ,公文

書記録,地質調査所出版物を保管する.資料･試料

の利用は一般にも公開されており(一都民問だとの

資料は秘密保持のため制限されている),コンピュ

ｰタ処理によって所在情報･内容の概要を検索し効

果的な利便を図っている.

保管対象は,ボｰリングコア,岩石試料,鉱物

･化石,地図類,計画書,報文など多岐に及んで

いる.永久保存を必要とし,変質･劣化を防ぐため

一部マイクロフイノレム化したり,特別倉庫へ保管す

るたどの措置がとられている.保管場所は①キｰワ

ｰス本部のキングズリｰ･ダナム･センタｰのこの

デｰタセンタｰのほか,スコットランドのエディン

バラ支所マｰチソン館,③G1imertonのコア収蔵

ク

��に�

�　
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写真4-4国立地球科学デｰタセンタｰのコア観察記録

室.(BGSのPRパンフレット).

施設(CoreStore),および④ウォｰリソグフォｰド

出張所の四か所にわかれている.

①キングズリｰ･ダナム･センタｰ内のこのデｰ

タセンタｰ(第3-4図のN印)は,イングランドお

よびウェｰルズ用で,床面積3,OOOm2,高さ10m

の建物にある.収蔵庫(StorageHa11)は平屋建で,

付設の試料処理･書庫などは2階建部分に配置さ

れている.1階は,岩石切断室,試料整形室,コア

観察記録室(写真4-4),もろぶた(samp1etray)移

管室たどがあり,2階には,文書類記録保存室

(RecordsRoom),特別貴重品室(StrongRoom),

外来客面接室,一般公開用コア観察室5室などか

らたっていて,ここだげで一種の研究所の体制を備

えている.文書類記録保存室はとても広く,書棚に

はコア試料やその他試料の採集地点(1万分の1地

形図に記入),削孔日誌,手記デｰタ(地質調査野

帖,未公表報告原稿図など)約1,000万件の記録が収

納されている.

収蔵庫は,開口40m×奥行50mの2,000m2位の

広がりがあり,試料運搬用特製フォｰクリフトの通

る危険地区であり,立ち入り禁止の安全管理区域に

なっている.収蔵庫のなかば,高さ9m以上のが

っちりした鉄骨柱枠組みが建てられ,ほぼ半分にわ

けて,すたわち間口20m,奥行45mは岩石等のも

1993年2月号

写真4-5

国立地球科学デｰタセンタｰのボｰリングコ

ア収蔵部分.

上:立っている人は背丈180cmのテイラｰ博

士.

下:コアの移動はフォｰクリフトによる

�����㌷��
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写真4-6a国立地球科学デｰタセンタｰのもろぶた収蔵

都分.

写真4-6bボｰリングコア用バレットおよびもろぶたを

製作する木工室一

ろぶた収蔵部分と,もう半分はボｰリングコア収蔵

部分に使用される.それぞれ900m2位の床面積で

高さ9mの規模は,近寄って見るとそびえ立つ超

巨大た収蔵施設に足がすくみ目の眩むような威圧感

をおぽえてしまう(写真4-5).もろぶた収蔵部分は

4層構造になっていて,全部で80,OOO個のもろぶた

を格納できる(写真4-6a).この本部への移転時に,

300万個以上の登録標本と3,500本のボｰリング孔

のチップ試料などを保管したため,56,000個のもろ

ぶたがすでに使われたという.ボｰリングコア収蔵

部分は13層にわげられていて(写真4-5),パレット

(pa11et)単位でまとめて収納される.このパレット

は底板約1m2の上に,長さ1m,高さ41.5cmの

金属枠が立ち上がり,そのたかに標準コア箱32本

が格納できる.現在2,700パレット(1,000か所から

75,OOOm長さのコア)カミ入っていて,そのほか

1,300パレット分のスペｰスがあり,今後15か年分

は収納可能である.しかし将来の増設用として,横

への建屋拡張工事ができるよう土地が用意されてい

る.

以上各種試料を収納するもろぶたやコア箱はすべ

て木製で,英国地質調査所の標準仕様とおり木工室

において作成のうえ供給されている(写真4-6b).

実に,気の遠くなるような大観模なデｰタセンタｰ

の収蔵設備である.しかし驚くのはまだ早い,これ

らを有機的に動かす所在情報検索システムとそこに

働く多彩た人問模様の息吹にまた圧倒されてしま

う.

②③④:スコットランド用にはエディンバラ支所

マｰチソン餌付置の施設があり,210,OOO件の記録

文書,7,000か所の現場掬査報文,4,OOO鉱山と砕石

場の図面,70,000件の石炭露天掘記録,30,000か所

の地下水記録,6,300mのボｰリングコア,および

23,000個の試料を保管し,本部と同様にコンピュｰ

タ検索によって迅速に試料供覧が可能という｡ま

た,少し離れた所にあるG1imertonコア収蔵施設

は,エネルギｰ省所管で英国地質調査所が管理･運

用しているが,民間掘削井の炭化水素探査用コア専

用であり,100,OOO箱用の収納スペｰスに約40,O00

箱収納され,観察･研究などに提供されている.

そのほカ㍉ウォｰリソグフォｰド出張所がイング

ランドおよびウェｰルズ100,000か所における井

戸,ボｰリング孔,竪坑,泉などの水理地質学資料

を保管運用している.

4一蟹｡英国にも地震がある?

日本と同じ島国であっても,英国は島弧ではなく

第四紀火山活動もなく,地震活動もほとんど知られ

ていない.ところが極めてまれに英国にも地震が起

こっている.20世紀最大といわれた地震が1990年

4月2日バｰミンガム西方のシュロップシャｰ

(Shropshire)のビショップ城付近で発生した.この

地震はウェｰルズ全域,イングランドの大部分およ

びアイノレランド･スコットランドの一部において人

体に感じるものであった(第4-8図a).たまたま,

英国地質調査所本部キングズリｰ･ダナム･センタ

ｰ訪問のため,キｰワｰスのホテルに泊まった

1992年2月16日(日)の夜ぐらぐらと揺れた.翌朝,

月曜目にもかかわらず一番で前夜の地震の震源･深

地質ニュｰス�
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策4-8図a1990年4月20目発生したウェｰルズ付近を

震源とするマグニチュｰド5.1地震の震度分

布.

�����㈷�

度分布などの資料がコピｰされ,キングズリｰ･ダ

ナム･センタｰの関係部署に配布されていた.素早

い対応と言えよう.

英国の地震観測網:実は英国地質調査所によって設

置･整備･維持など管理されている(第4-8図b)｡

遠隔地における地震計･地震観測施設は,太陽光発

電によって無人運転され,取得デｰタはUHF無線

通信により中央記録室に送信され,英国地質調査所

において地震情報の解析が行われる.1990/91年英

国地質調査所年報の表紙は無人地震観測施設の写真

(写真4-7)を載せている.

曰く,r英国においても地震によって生命や財産

への危倶が全くないわけではない｣と解説してい

る.いつの時代でも,｢国家の安全保障(Nationa1

Security)や人々の生命･財産への危険の恐れ｣は,

国や地方自治体にとって避けてはおれない最優先の

案件なのであろう.研究所や研究者にとっては,研

究予算獲得･人材確保はいつも頭の痛い難題である

が,こうした決まり文句を使えば世論のバックアッ

1993年2月号

…穴轟轟踏1蟻咄㌻“㎞………ダ｣

…落篶ギ㌢㌻

1揖渋吟1

㍗薄!欝ノ1

1筆"{l

�

寮航海

富

1静秀一鮒べ1

ぷ㌔11

法J獲籔1

〆幾∵1ρ窪轍4

:ダ孫島義一ンl

lダ徽轡糞1

1穀洲叙1

�佐�卬�

㍗

剥�潮��潰���

�潭慧�瑩�

�楳浯汯�

第4-8図b

英国における地震計設置場所､

�������

プを十分に受けられやすく,研究生活の糧を維持

し,勢力を拡張するために願ってもない追い風とな

る千載一遇のチャンスでもある.

4-1⑪.コｰポレイト局は何をするところ?

総合企画協調あるいは統括というようた業務を扱

うコｰポレイト局は,英国地質調査所の場合,国際

部,マｰケティング部,コｰポレイト協力･情報部

および総務部から構成される(第4-2図).ここで

は国際部と総務部を除いたほかの2部の仕事を紹

介する.

マｰケティング:英国地質調査所の研究情報を掌握�



一68一

服都仁

写真4-7

無人地震観測施設の一例(3.1991;表紙)

する役割とその研究情報を外部へ宣伝する広報,販

路拡大促進,顧客(他省庁機関,民間企業,外国人

を含めた一般の人など:customerと｡1ient)からの

要望を受ける.つまり英国地質調査所の研究を活性

化する愛発信機能と潤滑油の役割り,どちらかとい

うと地味なしかし極めて重要な業務を担っている.

この都は第1線の研究者4名(5,6,7等級,

SSO),秘書,報道官(I0:InformationOfficer,女

性),グラフィックス担当官(GO:Graphics

Officer,PR用パンフレットなどのイラスト･レイ

アウト専門官,BGS内でただ一人;女性),および

行政官(EO)の合計8名たけの小世帯である.英国

地質調査所の針路を左右しかねない重責がのしかか

っているのは,具体的な業務内容から理解される1

すたわち,年間20,000件を超す間い合わせのへの対

応の窓口であり,約3分の2はこのコｰポレイト

局情報サｰビス課で処理するよう交通整理を行う

が,そのほかはプログラム研究局の科学研究官らの

協力を得たげれぼたらない.

所内向けのもう一つの仕事は,研究チｰム作り,

とくに異分野専門家を組み合わせて先端研究課題な

どを企画し,組織化することである.そのほか研究

成果の他機関への移転を図り,対応研究発掘のマｰ

ケティングと出版物などの販路拡大によって収益を

挙げるなど,所内外におけるビジネス計画を練る戦

略拠点ともいえる.

マｰケティング部は,そのほかPR用パンフレッ

ト作成,ポスタｰ製作,所内公開展示,全国移動展

示セミナｰ,講義,ワｰクショップなどの企画実施

する事務局でもある.出版物ばかりでなく,恐竜な

どの模型,地質調査用ハンマｰ･ザック,英国地質

調査所ロゴマｰク入りネクタイも販売しており,収

益金はその重ま英国地質調査所の収入になり,研究

予算として使うことができる仕組みにたっている(第

4-3表).

R鼠パンフレットシリｰズ:おもにA4判サイズ,

カラｰ印刷で,専門家向げから一般用解説までおび

ただしい数量発行され,無料配布されている.表側

デザインは,英国地質調査所のロゴマｰク入り,縁

どりの枠だと統一されているものの,内容のレベル

に応じて,白抜き枠であったり,色付き枠などのわ

ずかのレイアウトの違いによって区別しているとい

う.

地質ニュｰス462号�
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写真4-8英国地質調査所本部,キングズリｰ･ダナム

センタｰ内デラビｰチ講堂における`地質

とあたた'の特別展示｡

(1988年:3.1989,p.48).

専門家向けのPRパンフレットには,なるほどと

思わせるようたものがある.最先端の流体プロセス

研究の紹介のほか,.たとえば計測機器の精度検定用

の標準試料や放射線測定用の校正基準定点がある･

また,外部からの依頼がしやすいように,分野別

の案内書があり,薄片製作(空隙測定用青色剤充填,

染色,研磨片など),化学分析,コンピュｰタ地図

などカミ広告されている.そして英国地質調査所は

150年以上にわたって国家に奉仕してきている実績

があり,地質学･地球科学はあなたと密接な関わり

があると,肝心のセｰルスポイントを忘れたい(写

真4-8)1

広報担当官:今回の私の訪間は,このマｰケティン

グ部広報担当官ブライアン･テイラｰ博士(Brian

J.Tay1or;写真4-9)によって,スケジュｰル作り

から身の回りの世話,送迎まで行われた.ブライア

ンのもとには,IO,GOおよびE0の3名の女性が

実に生き生きとてきぱきと働いていて,私が求める

情報･資料や質問への回答,なかにはマル秘の勤務

評定関連の文書もあったが,NERC本部と掛け合

ってFaxで取り寄せアッという間にそろえてくれ

た.並みの秘書役や事務官とはひと味もふた味も違

う,なかたかの働きぶりにいたく感嘆した.

コｰポレイト協力･情報部:この部は,5課構成で

140名を越す大所帯であり,研究情報システムの運

用が中核になっているため,27名の科学研究官

(6等級～ASO)が配属されている.情報システム課

は秘書1名のほか11名の科学研究官(SO以上)から

1993年2月号

写真4-9南極越冬隊員として活躍されたテイラｰ博士｡

今は英国地質調査所の対外折衝の要職にある｡

たり,英国地質調査所の情報システム全体の構築

･運用点検･グレｰドアップのため,先端分野の

情報技術開発を行う.

情報サｰビス課は55名からなり,所内外のため

に多種類のサｰビスを行う.89/90年度までは,国

立地球科学デｰタセンタｰ(NGDC)の名称を使って

いた課であり,90/91年度から現在の名称に変えら

れた1この課は,ボｰリングコアを含めた試･資料

の収集･収蔵管理,試資料収集品の記録･文書作

成,図書館,利用者▲のサｰビス,地質学博物館

(ロソドソ市内)付置の連絡窓口などの任務を行う.

出版･複製サｰビス課は,製図担当官･製図担当

官補助者57名と写真家8名を含め総勢71名からな

り,報告書･書籍などの作成,地質図類などの印刷

･製本の段階の校訂も担当する.またデジタル製

図の手法開発にも参与している.

研究者研修:このコｰポレイト協力･情報部の中に

は研究･研究開発協力課が置かれ,①英国地質調査.

所の研究者向けに3種類の研修コｰスおよび②ブ

リティッシュ･カウンシル推薦の外国人への12種

類の研修プログラムの運営にあたっている.①の研

究者用研修は1989年4月から新たに始=められたも

のである.

1)入門コｰス(Introductorycourses):最新研究成

果を修得させ,自分自身の専門分野でも遅れを

取らないように,また多種･異分野研究プロジ

ェクトヘ参加できるよう,リフレッシュとレベ

ノレアップを意図している.

2)基本コｰス(Basiccourses):特殊な地球科学分�
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第4-9図世界各地に研究情報拠点を置く英国地質調査所のネットワｰク(BGSのPRパンフレット).

野の研究について実施訓練を行い,将来,研究

グルｰプ長などの手を煩わすことなく,最小限

の監修を受けるのみで高いレベルの研究を単独

で実行できるようにするもの.

3)専門研修コｰス(Specia1isttraining):研究グル

ｰプ長の判断によって,伝統的手法に加えてさ

らに知識･熟練度の強化を目指して受けさせる

もの.

これらの研修コｰスの内容･評価はプログラム研

究局の副所長の指導によって定期的に研修評価

(Trainingassessment)され,必要があれば見直し

改訂される1また研究グノレｰプ長(部･課長)と協議

の上,研修を要する研究者が決定される.5万分の

1,1万分の1などの地質図幅作成のための研究着

手前に,6週間の現地地質調査の研修が行われるの

は前に紹介したとおりである.

4-u｡国際地質部

この部は64名からなり,国際機関,各国の国立

地質調査所などと連携し,ODA,EC,多分野資金

提供団体,外国政府からの資金を獲得して,世界各

国で研究･技術移転活動を展開している.56名の

高位科学研究官(6,7等級,SS0)の大半がsecond-

mentによらたいで,英国地質調査所直属の公務員

として外地に勤務する.その勤務地は,かつての大

英帝国連邦いまだ健在なり,と誇示するかの如く世

界の重要地帯に布石されている(第4-9図).

8,000名近い職員を擁する米国地質調査所

(USGS)の低落ぶり,すなわち,かつて世界各地で

行っていた現地調査が軽視されてきたため,グラン

ドトルｰス構築が十分でなく,資源情報デｰタシス

テムに欠陥が生じている,と指摘されていること

(33)と対照的といえよう.

参考文献はその1の末尾にまとめている.
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